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【調
査
報
告
】
中
国
撫
順
炭
鉱

の
竪
坑
櫓

徳

永

博

文

一
、

は

じ

め

に

私
が
中
華
人
民
共
和
国
遼
寧
省
に
あ
る
撫
順
市
を
訪
れ
よ
う
と
考
え
た
の
は
、
二

〇
〇
三
年
八
月
ご
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
福
岡
県
糟
屋
郡
志
免
町
に
残
る
竪
坑
櫓
を

調
べ
る
た
め
、
で
き
る
だ
け

い
ろ
い
ろ
な
炭
鉱
に
関
す
る
産
業
遺
産
を
見
よ
う
と
努

め
る
よ
う
に
な

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
世
界
の
石
炭
産
業
遺
産
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
か
。
日
本
の
も
の
と
類
似
、
あ
る
い
は
そ
の
モ
デ
ル
と
な

っ
た
も
の

が
あ
る
の
か
。
そ
れ
ら
が
、
保
存
活
用
さ
れ
て

い
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
の
か
、
等

の
調

査
を
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
た
。

そ
の
な
か
で
、
世
界
に
現
存
す
る
ワ
イ
ン
デ

ィ
ン
グ
タ
ワ
i

(塔
櫓
捲
)
型

の
竪

坑
櫓
に
つ
い
て
は
、
戦
間
期

(第

一
次
大
戦
と
第

二
次
大
戦
の
間
の
時
期
)
の
も
の

で
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ブ

レ
ニ
ー
ト
ラ
ン
ブ

ル
ー

ル
炭
鉱
と
、
日
本
の
旧
海
軍
燃
料
廠

採
炭
部

の
志
免
炭
坑

の
も
の
し
か
な

い
と

の
現
段
階

の
認
識

で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、

一
九
九
九
年
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
竪
坑
櫓
調
査
を
行

っ
た
と
き
に
収
集
し
た
資
料
と
、

日
本
で
集
め
た
資
料
に
よ
る
も

の
で
あ

っ
た
。

撫
順
炭
田
に
あ
る
龍
鳳
採
炭
所
の
竪
坑
櫓
に
つ
い
て
も
、
壊
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ

う
と
の
認
識
し
か
な
か

っ
た
。
そ
の
と
き
、
夕
張
市
が
、
撫
順
市
と
友
好
都
市
と
結

ん
で
い
る
と
い
う
情
報
を
聞
き
、
夕
張
市
を
通
し
て
、
撫
順
市
外
事
辨
公
室
に
連
絡

し
た
。
す
る
と
、
撫
順
市
外
事
辧

公
室

の
金
滌

凡
氏
か
ら
、

『

前
略
。

さ
て
、
「龍
鳳
採
炭
所
」
に
立
坑
や
ぐ
ら
に

つ
き
ま
し
て
は
、
私
が
関
係

部
門
を
尋
ね
ま
し
た
。
い
ま
、
聞
い
た
結
果
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

「龍
鳳
採
炭
所
」
に
は
、
確
か
に
ひ
と

つ
の
棚
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
棚

は

一
九
三
六
年
に
日
本
軍
が
ド
イ
ツ
の
技
術
を
採
用
し
て
建
て
、
当
時
の

採
炭

の
進
ん
だ
技
術
を
代
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
今
で
も
存
在

で
、
去
年
撫
順
市
政
府
は
、
こ
の
棚
は
歴
史
の
記
念
物
と
し
て
、
解
体
し

な
い
と
決
め
ま
し
た
。以

下
略

』

※

原
文
の
ま
ま
。
「棚
」
は

「櫓
」
の
意
。
(平
成

一
五
年
八
月
)
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と
の
回
答
が
か
え

っ
て
き
た
。

そ
こ
で
、
竪
坑
櫓
が
探
し
て
い
る
ワ
イ
ン
デ

ィ
ン
グ
タ
ワ
ー
型

の
竪
坑
櫓
そ
の
も

の
な
の
か
は
さ
て
お
き
、
中
国
撫
順
市

へ
行
こ
う
と
決
意
し
た
。
そ
れ
が
九
月
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
竪
坑
櫓
が
、
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社

(以
下
満
鉄
)
が
ド
イ
ツ
の

技
術
で

一
九
三
六
年
に
建

て
た
も

の
で
、
そ
の
技
術
が

一
九
四
三
年
完
成
の
志
免
の

竪
坑
櫓
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
現
地
調
査

へ
の
同

行
者
は
志
免
町
役
場
の
世
利
氏
、
妻
、
子

(当
時

五
ヶ
月

・
佳
音
)
で
あ

っ
た
。

そ
れ
で
は
、
二
〇
〇
三
年
の

一
〇
月

一
六
日
か
ら

一
〇
月
二
〇
日
ま
で
の
行
程
を

た
ど
り
な
が
ら
、
中
国
撫
順
炭
鉱
に
所
在
す
る
竪
坑
櫓
の
現
地
調
査
に
つ
い
て
報
告

す
る
。

二
、

行

程

一
〇
月

一
六
日

(木
)

一
六

"
三
〇

大
連
国
際
空
港
着
。
福
岡
国
際

空
港
か
ら
飛
行
機
で
二
時
間
か
か
る
。

一
七

"
三
〇

人
民
広
場

・
日
本
人
街
な
ど
を
見
学
。
日
は
と

っ
ぷ
り
暮
れ
て
い
た
。

撫
順
市
外
事
辧
公
室
が
大
連
市
外
事
辧
公
室
に
連
絡
を
と

っ
て
お
り
、
案
内
を
し
て

い
た
だ
い
た
。
こ
の
日
は
大
連

の
友
好
都
市

・
北
九
州
市
か
ら
の
訪
問
が
あ

っ
た
そ

う
だ
。
泊
ま
り
は
大
連
駅
か
ら
程
近
い
労
働
公
園
近
く

の
中
山
大
酒
店

(四
星
ホ
テ

ル
)
だ

っ
た
。
高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ
繁
華
街
で
あ
る
。

一
〇
月

一
七
日

(金
)

八
時
か
ら
行
動
。
専
用
車
で
旅
順

へ
行
く
。

九

…
○
〇

二
〇
三
高
地
を
見
学
。

日
露
戦
争

(
一
九
〇
四
～
〇
五
年
)
の
際
に
、

激
戦
の
あ

っ
た
と
こ
ろ
だ
が
、

「爾
霊
山
」
と
書

か
れ
た
砲
弾
型
の
記
念
碑
が
あ
る
。

高
台
の
ふ
も
と
で
は
、
上
ま
で
行
く
籠
屋
が
、
待
ち
受
け
て
い
る
。

九

二
二
〇

水
師
営
会
見
所
を
見
学
。

こ
こ
は

一
九
〇
五
年
に
日
本

の
乃
木
大
将
と
、

ロ
シ
ア
の
ス
テ

ッ
セ
ル
将
軍
が
会
見
を
行

っ
た
場
所
で
あ
る
。
復
元
さ
れ
た
会
見
所

に
は
多
く
の
写
真
が
展
示
さ
れ
、
敷
地
内
に
は
そ
の
と
き
の
両
軍
の
記
念
写
真
を

取

っ
た
棗

の
木
が
残

っ
て
い
る
。

一
〇

"
○
○

人
民
広
場
を
見
学
。
大
連
市
人
民
政
府

(旧
関
東
州
府
)
、
大
連
市

司
法
局

(旧
高
等
法
院
)
な
ど
、
日
本
統
治
時
代
の
建
物
が
残
る
。
こ
の
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ト
に
は
、
大
連
警
察
署

の
婦
人
警
官
が
交
通
整
理
を
し
て
い
る
。
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
モ
デ
ル
の
よ
う
な
女
性
ば
か
り
で
あ
る
。

そ

の
後
、
星
海
公
園
を
通
り
、
老
虎
灘
湾
に
あ
る
海
洋
公
園
に
行
く
。
星
海
公
園
は

日
本
統
治
時
代
の
星
ヶ
浦
公
園
で
、
老
虎
灘
海
洋
公
園
は
ロ
ー
プ
ゥ

ェ
ー
と
省
最
大

の
虎

の
彫
刻
が
あ
る
。
昼
食
は
中
華
料
理
を
食
べ
る
。

=
二
"
○
○

列
車
で
大
連
駅
を
後
に
す
る
。
駅
で
は
改
札
時
間
に
な
る
と
盛
大
な

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
る
。

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
と
と
も
に
、
女
性
の
駅
員
が
行
進
を

は
じ
め
、
改
札
台
に
上
が
る
。
そ
の
感
覚
に
驚
か
さ
れ
る
。
藩
陽
ま
で
は
、
特
急
列

車
で
四
時
間
か
か
る
が
、
車
内
で
は
、
売
り
子
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
往
来
す
る
。

一
八

…
三
〇

夕
食
は
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
を
食
べ
る
。
海
鮮
鍋
風
で
、
辛

い
ス
ー
プ

と
辛
く
な
い
ス
ー
プ
が
あ
る
。
泊
ま
り
は
撫
順

一
の
四
星
ホ
テ
ル

「友
誼
賓
館
」
で

あ

っ
た
。

一
〇
月

一
八
日

(土
)

八
時
か
ら
行
動
。
朝
食
後
、
専
用
車
で
撫
順
炭

田
を
含
め
た
市
内
を
見
学
。

九

"
○
○

西
露
天
掘
り
を
見
学
。
採
掘
八
八
年
の
歴
史
を
も

つ
ア
ジ
ア
最
大
規
模

の
露
天
掘
り
炭
坑
で
、
こ
の
地
区
で
は
、

一
、
三
〇
〇
㎞
と
い
う
巨
大
な
穴
と
な

っ

て
い
る
。
東
西
六

・
六
㎞
、
南
北
二
㎞
、
深
さ
二
〇
〇

m
余
り
の
大
規
模
な
も
の
で
、

一841
[



二
〇
〇
七
年
に
は
閉
山
す
る
予
定
。
現
在
、
植
林
を
進
め
て
い
て
、
将
来
、
森
林
公

園
に
生
ま
れ
変
わ
る
。
周
囲
に
は
工
業
地
帯
が

見
え
る
。
⑥

九

"
四
〇

平
頂
山
惨
案
遺
趾
を
見
学
。
こ
の
遺
跡
は
、

一
九
三

一
年
九
月

一
六
日

の
日
本
軍
に
よ
る
大
量
虐
殺
の
跡
地
で
あ
る
。
平
頂
山
殉
難
同
胞
遺
骨
館
に
は
三
〇

〇
体
あ
ま
り
の
遺
体
が
そ
の
ま
ま
に
展
示
さ
れ
、
当
時
の
惨
劇
を
伝
え
て
い
る
。

一
〇

"
二
〇

龍
鳳
採
炭
所
を
見
学
。
龍
鳳
採
炭
所
は
、
撫
順
炭
田
東
端
に
あ
た
り
、

そ
こ
に
は
、

一
九
三
六
年
製

の
竪
坑
櫓
が
現
存

し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
私
の
前
に
、

紺
青
の
貫
け
た
空
と
対
照
的
に
、
も
み
じ
し
た
イ
チ

ョ
ウ
葉

の
よ
う
な
色
合

い
で
、

壮
大
な
姿
で
現
れ
た
。

竪
坑
櫓
は
、
鉄
骨
煉
瓦
積
み
造
り
の
ワ
イ
ン
デ

イ
ン
グ
タ
ワ
ー
型
。
高
さ
六
三

・

一
m
と
い
う
、
そ
の
大
き
さ
を
目
の
当
た
り
に

し
た
。

満
鉄
撫
順
龍
鳳
竪
坑
の
写
真
と
説
明
に
は
、
⑦

(後
方
の
写
真
参
照
)

中
央
、
日
章
旗
及
満
鉄
社
旗
を
揚
げ
た
る
が
捲
塔
に
し
て
、
高
さ
六
三

・
一
メ
ー

ト
ル
。
淡
紅
色

の
美
麗
な
る
煉
瓦
に
て
被
包
さ

る
。
其

の
両
側
に
伸
び
た
る
が
運
炭

桟
橋
、
右
方
三
層
を
な
せ
る
が
選
炭
場
、
右
下
煙
突
を
伴
え
る
が
汽
罐
場
な
り
。
左

方
が
正
門
。
正
面

の
平
家
が
事
務
所
及
安
全
燈
室
。
左
方
丘
上
に
あ
る
が
配
電
所
。

其

の
右
下
が
修
理
工
場
。
捲
塔

の
左
方
の
竪
坑
櫓

な
り
。

と
あ
る
。
そ
の
資
料
で
は
、
櫓

の
色
は
淡
紅
色

と
あ

っ
た
が
、
現
在
の
櫓
は
煉
瓦
の

防
水
や
劣
化
防
止
の
た
め
、
後
世
に
塗
装
を
し
た
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
こ
の
煉
瓦
、

近
く
で
見
る
と
現
在
日
本
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
よ
り
大
き
く
、
櫓
は
、
そ
の
煉

瓦
を
積
み
、
鉄
骨
で
固
定
し
た
形
と
な

っ
て
い
た
。
中
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
、
ケ
ー

ジ
が
見
え
る
。
上
部
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
鉄

骨
が
多
く
組
ん
で
あ
る
。
鉄
骨
煉

瓦
造
建
物

で
あ
り
、
志
免
や
ベ
ル
ギ
ー
ブ
レ
ニ
ー

の
も
の
と
は
違
う
。
関
係
者
に
立

ち
入
り
を
求
め
た
が
中
に
入
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。

残
存
施
設
と
し
て
、
東
竪
坑
、
西
竪
坑

の
他

に
、
煙
突

二
本
、
事
務
所
な
ど
が

残

っ
て
い
た
。
龍
鳳
採
炭
所
は

一
九
九
九
年
に
閉
鎖
し
て
い
る
が
、
炭
鉱
に
関
す
る

こ
れ
ら
の
施
設
が
フ
ィ
ー
ル
ド
内
に
ま
と
ま

っ
て
い
た
。
市
で
は
、
こ
れ
ら
を
西
露

天
掘
り
地
区
と
と
も
に
整
備
し
、
世
界
遺
産
を
目
指
し
て
い
る
と

い
う
事
を
聞
き
、

感
動
し
た
。

一
一
二
二
〇

撫
順
戦
犯
管
理
所
を
見
学
。
戦
犯
管
理
所
は
、
日
本
人
が
抗
日
中
国

人
を
拘
束
す
る
監
獄
で
あ

っ
た
が
、

一
九
〇
五
年
か
ら
は
日
本
人
戦
犯
や
満
州
国
皇

帝
淳
儀

の
思
想
教
育

の
場
と
な

っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ

の
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

近
く
に
は
高
爾
山
公
園
が
見
え
る
。

昼
は

「金
豊
国
海
鮮
城
」
と
い
う
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
せ
み
の
幼
虫
や
、
東
北
で
有
名

な
老
辺
鮫
子
な
ど
を
食
べ
、
午
後
か
ら
は
藩
陽

へ
足
を
向
け
る
。

一
四

"
○
○

藩
陽
故
宮
を
見
学
。
藩
陽
故
宮
博
物
院
は
、
清
朝
建
国

の
祖
で
あ
る

ヌ
ル
ハ
チ
と
ホ
ン
タ
イ
ジ
が
住
ん
だ
王
宮
で
あ
る
。
大
正
殿
や
十
王
亭
、
崇
政
殿
、

鳳
鳳
楼
な
ど
の
建
物
が
あ
る
。
国
内

で
も
A
級
の
文
化
財
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

一
五

…
三
〇

東
陵

(福
陵
)
を
見
学
。
東
陵
に
は
、
清
朝
建
国
を
し
た
太
祖
ヌ
ル

ハ
チ
の
陵
墓

(宝
頂
)
が
あ
る
。
敷
地
内
は
広
く

(面
積
五
㎞
2)
、
陵
墓
に
行
く
に
は

一
〇
八
段
の
階
段
を
上
り
さ
ま
ざ
ま
の
方
城
を
ぬ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
八

…
三
〇

夕
食
。
焼
肉
屋
で
、
撫
順
市
外
事
辧
公
室
の
李
所
長
と
課
長
、
今
回

お
世
話

い
た
だ
い
た
金
さ
ん
が
歓
迎
会
を
行

っ
て
く
れ
た
。
朝
鮮
式
の
焼
肉
で
、
砂

糖
を

つ
け
て
食
べ
る
。
地
元
に
は
無
数

の
地
酒
が
あ
る
そ
う
だ
。

一
〇
月
二

九
日

(
日
)

再
び
、
藩
陽
に
足
を
向
け
る
。

九

"
○
〇

九

・
一
八
事
変
博
物
館
を
見
学
。

一
九
三

一
年
、
関
東
軍
が
満
鉄

の
柳
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条
湖
区
間
の
線
路
を
爆
破
し
た
九
月

一
八
日
を

、
国
の
恥
と
し
て
建
て
ら
れ
た
博
物

館
で
、
そ
の
日
の
カ
レ
ン
ダ
ー
型

の
建
築
物

(
四
階
建
相
当
)
が
あ
る
。
日
本
軍
の

罪
状
を
訴
え
、
語
り
継
ぐ
場
と
な

っ
て
い
る
。

一
〇

二
二
〇

北
陵
を
見
学
。
北
陵
に
は
、
太

宗
ホ
ン
タ
イ
ジ

の
陵
墓

(宝
頂
)
が

あ
る
。
そ

こ
ま
で
行
く

の
に
距
離
が
長

い
の
で

(面
積

三
三
二
万
㎡
)、
ト

ロ
ー

リ
ー
車
が
走
る
。
さ
ま
ざ
ま
の
方
城
を
ぬ
け
る
途
中
で
、
地
域

の
舞
踊
大
会
が
行
わ

れ
て
い
た
。
そ
れ
を
み
な
が
ら
、
サ
ン
ザ
シ
の
飴
菓
子
を
食
べ
る
。

=
二
"
○
○

藩
陽

・
撫
順
を
後
に
し
、
大
連

へ
戻
る
。
昼
食
は
駅
に
あ
る
日
本
企

業

の

「吉
野
屋
」。

い
つ
の
時
間
も
満
員
状
態

で
、
若

い
人
が
多
い
。
所
得
格
差
が

あ
る
の
で
、
来
店
客
は
、
中
流
以
上
の
人
と
思
わ
れ
る
。

一
七

"
○
○

大
連
着
。
夕
食

は

マ
イ
カ

ル
大

連

の
フ
ー
ド

エ
リ
ア
で
食

べ
る
。

シ
ヨ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
は
、
ブ
ラ
ン
ド
品
や
電
化
製
品
が
豊
富
に
そ
ろ
え
て
あ

っ

た
。
し
か
し
日
本

の
電
化
製
品
よ
り
、
「
G
E
」
や

「S
I
E
M
E
N
S
」
な
ど
、
欧

米
の
ブ
ラ
ン
ド
が
多
か

っ
た
。

こ
ち
ら
も
若

い
カ

ッ
プ
ル
が
多

い
。

一
〇
月
二
〇
日

(月
)

大
連
市
内
を
見
学
し
た
。

九

"
○
○

大
連
港
に
は
、
大
連
港
務
局

(旧
南
満
州
鉄
道
本
社
)
が
あ
る
。
そ
こ

は
、
現
在
で
も
世
界
有
数

の
貿
易
港
と
し
て

一
五
〇
あ
ま
り
の
国

々
と
交
易
し
て
い

る
姿
が
あ

っ
た
。

一
〇

"
○
○

中
山
広
場
に
は
、
大
連
賓
館

(旧
大
和
ホ
テ
ル
)、
中
国
工
商
銀
行

(旧
大
連
市
役
所
)
、
交
通
銀
行

(旧
東
拓
ビ
ル
)
、
中
信
実
行
銀
行

(旧
中
国
銀
行
)、

中
国
銀
行

(旧
横
浜
正
金
銀
行
)、
郵
政
省

(
旧
大
連
逓
信
局
)、
中
国
工
商
銀
行

(旧
朝
鮮
銀
行
)
、
遼
寧
省
対
外
貿
易
経
済
合
作
庁

(旧
大
連
警
察
署
)
な
ど
日
本
統

治
時
代
の
建
造
物
が
残

っ
て
い
る
。
ま
た
、

ロ
シ
ア
人
街
な
ど
を
見
学
し
た
。

一
一
"
○
○

空
港

へ
行
く
。

一
一
二
二
〇
発
で
あ

っ
た
が
、
北
京
か
ら
の
飛
行
機

が
霧

で
四
時
間
も
遅
れ
た
。
現
地
の
人
は
よ
く
あ
る
こ
と
と
い
う
こ
と
で
動
じ
て
い

な
か

っ
た
が
、
福
岡
に
着
く

の
が
夜
に
な
り
、
か
な
り
疲
労
し
た
。

今
回
の
旅
は
、
気
持
ち

の
赴
く
ま
ま

の
行
動
で
あ

っ
た
が
、
私
自
身

の
知
識
を
拾

遺
す
る
、
収
穫
あ
る
旅
と
な

っ
た
。

三
、
撫
順
炭
田
龍
鳳
採
炭
所

撫
順
炭

田
龍
鳳
採
炭
所
は
、
撫
順
市
に
所
在
す
る
。
撫
順
市
は
遼
寧
省
に
属
し
、

遼
寧
省
の
省
都
、
藩
陽
市

の
東
隣
の
市
で
、
面
積

一
〇
、
八

一
六
㎞
、
人
口
約
二
三

〇
万
人
で
あ
る
。
⑧

遼
寧
省
は
多
民
族
省
で
、
主
要
都
市
は
、
全
国
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
も
リ
ー
ド

す
る
大
連
や
、
鉄
鋼
業

の
盛
ん
な
鞍
山
な
ど
が
あ
る
。
清
王
朝
関
連

の
遺
跡
な
ど
観

光
地
は
数
多

い
。

撫
順
市
は
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
、
市
街
地
の
中
心
を
流
れ
る

「渾
河
」

(幅
二
〇
〇
～
三
〇
〇

m
)
を
中
心
に
発
展
し
て
い
る
。
年
間
降
水
量
は
約
八
〇
〇

㎜
。
年
間
平
均
気
温
は
六

・
六
℃
、

一
月
の
平
均
気
温
が

マ
イ
ナ
ス

一
四
℃
、
七
月

の
平
均
気
温
が
二
三

・
七
℃

と
、
寒
暖

の
差
が
激
し
く
な

っ
て
い
る
。

市
で
は
、
石
油
精
製
、
I
C
産
業
、
特
に
、
豊
富
な
オ
イ

ル
シ

ェ
ー

ル
と

コ
ー

ル

・
ベ
ッ
ド

・
メ
タ

ン

(
C
B
M
)
の
開
発
を
推
進
し
て
い
る
。
外
事
辧
公
室

の
李

所
長
に
よ
る
と
、
日
本
か
ら
の
企
業
の
誘
致
を
推
進
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ

っ
た
。

そ
の
た
め
か
市
街
地

の
環
境
整
備
を
進
め
ら
れ
、
撫
順
市
役
所
も
、
二

一
階
建
て
の

立
派
な
も
の
が

「渾
河
」
沿
い
に
造
ら
れ
、
川
面
に
そ
の
威
厳
を
映
し
だ
し
て
い
た
。
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市
内
を
車
で
走

っ
て
、

一
見
し
て
都
市
と
農
村
部

の
経
済
力
の
違

い
が
歴
然
と
し
て

い
る
。
山
は
、
は
げ
山
は
見
ら
れ
ず
、
農
地
は
畑
が
多
く
、
低
地
に
は
水
田
も
多
く

あ
る
。
市

の
炭
鉱
の
開
発
は
戦
前
に
日
本
が
行

っ
て
お
り
、
満
鉄

の
建
て
た
ホ
テ
ル

や
炭
鉱
の
ク
ラ
ブ
が
現
在
も
使
わ
れ
て
い
る
。

「満
州
」
の
石
炭

の
歴
史
を
た
ど
る
と
、
高
麗
人
が

一
〇
世
紀
こ
ろ
か
ら
陶
器
製

造
の
燃
料
と
し
て
採
掘
を
は
じ
め
た

こ
と
に
よ

る
。
清
国
時
代
は
、
二
〇
〇
余
年
間

厳
し
く
禁
止
さ
れ
た
が
、

一
九
世
紀
末
に

ロ
シ
ア
が
石
炭
採
掘
権
を
獲
得
し
て

「満

州
」
に
進
出
し
た
。
日
露
戦
争
後
、
日
本
が

ロ
シ
ア
か
ら
採
掘
権
を
獲
得
、

一
九
〇

七
年
か
ら
満
鉄
が
中
国
人
を
雇
用
し
、
採
掘

・
経
営
に
当
た

っ
て
い
た
。

一
九

一
八

年
に
は
、
撫
順
炭
田
に
は
、
古
城
子
、
千
金
寨
、
大
山
、
東
郷
、
揚
柏
保
、
老
虎
台
、

万
達
屋
、
龍
鳳
、
煙
台
の
九

つ
の
採
炭
所
が
あ

っ
た
。

満
鉄
は
、

一
九
〇
六
年
に
、
日
本
が

ロ
シ
ア
よ
り
譲
り
受
け
た
鉄
道
お
よ
び
附
属

事
業
な
ど
の
経
営
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
国
策

会
社
。
日
露
戦
争
の
結
果
、

一
九
〇

五
年

の
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
に
よ

っ
て
長
春

(新

京
)
以
南
よ
り
大
連
、
旅
順
に
い
た

る
区
間
が
日
本
に
譲
渡
さ
れ
た

(南
満
州
鉄
道

)
こ
と
に
よ
る
が
、
鉄
道
と
炭
鉱
が

そ
の
事
業
の
柱
と
な

っ
た
。

そ
の
な
か
で
、
龍
鳳
採
炭
所
は
、

一
九

一
九

年
、
開
鑿
に
着
手
し
、

一
九
二
二
年

に
は
、
深
度
三
八
〇

m
に
達
す
る
。
撫
順
炭
田

の
東
側
に
位
置
し
、
撫
順
駅
か
ら
約

四
五

㎞

の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
東
西
延
長
五

㎞
、

深
度

一
、

一
〇
〇

m
に
及
ぶ
採
掘

区
域
を
有
し
、
撫
順
炭

田
の
四
分
の

一
の
埋
蔵
量

を
有
す
る
。

炭
鉱

の
地
質
は
、
片
麻
岩
系
中
生
代
層
の
上

に
、
第
三
紀
層
及
び
第
四
紀
層
が
不

整
合
に
重
な
る
。
下
部
爽
炭
層
と
主
要
炭
層
の
二
枚

の
炭
層
が
あ
る
。
龍
鳳
炭
の
発

熱
量
は
、
六
、
八
七
〇
～
七
、

一
九
六
k
c
a
l
/
k
g

あ
り
、
撫
順
炭
田
唯

一
の
粘
性
炭

で
、
主
に
製
鉄
用
で
あ

っ
た
。
鞍
山
に
あ

っ
た

昭
和
製
綱
所

(現
鞍
山
鋼
鉄
公
司
)

は
、
満
鉄
当
時
か
ら
世
界
的
な
製
鉄
所
で
あ

っ
た
が

(撫
順
駅
か
ら
列
車
で
約

一
五

六

㎞
)、
龍
鳳
採
炭
所
は
、
昭
和
製
綱
所
の
出
銑

一
〇
〇
万

t
計
画
に
よ
り
、

一
九

三
四
年
か
ら
竪
坑
開
鑿
に
着
手
。

一
九
三
六
年
に
つ
い
に
完
成
し
、
本
格
的
に
採
掘

す
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
満
鉄
時
代

の
龍
鳳
採
炭
所
の
開
鑿
方
法
に

つ
い
て
触
れ
る
。
⑨

岩
盤
掘
進
は
、
ジ
ヤ
ッ
ク

ハ
ン
マ
ー

・
ド
リ
フ
タ
ー

・
電
気
オ
ー
ガ
ド
リ
ル
を
用

い
掘
削
す
る
。
そ
し
て
、
切
羽
で
は
、
電
気
圧
搾
空
気
に
よ
る
手
持
ち
掘
削
機
で
穴

を
穿
ち
、
火
薬
を
装
填
し
て
電
気
発
破
を
行

っ
て
い
た
。

採
炭
は
、
V
型
昇
佛
梯
採
掘
法
を
用
い
、
漉
砂
充
填
法
を
改
良
し
た
累
殷
傾
斜
長

壁
法
を
用

い
た
。
支
柱
は
、
お
も
に
坑
木
と
軌
条
が
あ
り
、
坑
木
は
、
油
松

・
ニ

レ

・
モ
ミ

・
タ
ウ
ヒ

・
カ
ラ

マ
ツ

・
エ
ゾ

・
ノ
ダ
ケ
カ
ン
バ
等
を
使
用
し
、
枠

の
切

組
を
し
た
。
軌
条
は
古
軌
条
を
用

い
塗
装
し
、
梁
枠
切
組
や
ア
ー
チ
枠
と
し
た
。

運
搬
は
、
チ

ェ
ー

ン
コ
ン
ベ
ア
ー
に
よ
り
シ
、ユ
ー
ト
に
落
と
す
。

こ
の
石
炭
は
、

水
平
卸

の
コ
ン
ベ
ア
ー
に
よ
り
片
盤
坑
道

で
運
ば
れ
、
単
車
に
積
み
込
ま
れ
る
。
そ

れ
は
、
逆
転

エ
ン
ド
レ
ス
に
よ

っ
て
主
要
運
搬
坑
道
に
行
く
。
そ
の
後
、

コ
ー

ス
捲

に
よ

っ
て
、
零
片
主
要
運
搬
坑
道
に
運
ば
れ
、
そ
こ
か
ら
電
気
機
関
車
に
よ

っ
て
東

竪
坑
下
に
行
く
。
採
掘
の
後
は
砂
に
よ
り
充
填
す
る
。
排
水
は
、
小
型
タ
ー
ビ
ン
ポ

ン
プ
や
ジ

ェ
ッ
ト
ポ
ン
プ
で
局
部
の
湧
水
に
対
応
し
て
い
た
。
通
気
は
、
東
西
対
抗

式
と
し
、
主
要
扇
風
機
は
日
立
の
電
動
機
を
使
用
し
た
ラ
ト
ー
式
吸
出
式
を
用
い
た
。

次
に
、
満
鉄
時
代
の
龍
鳳
採
炭
所
の
竪
坑
櫓
と
坑
外
施
設
に

つ
い
て
触
れ
る
。
⑩

東
竪
坑
は
、
採
炭
所
事
務
所
北
側
に
あ
る
。
東
竪
坑
を

一
日
五
、
○
○
O
t
計
画

に
よ
り
造
り
、
数
年
後
に
は
西
竪
坑
と
合
わ
せ
て

一
日

一
万
ト
ン
、
年
額
三
〇
〇
万

ト
ン
あ
ま
り
の
出
炭
計
画
を
し
た
。
東
竪
坑
は
ケ
ー
ペ
式
ケ
ー
ジ
捲
で
、
世
界

一
と

称
せ
ら
れ
た
。
鉄
塔
や
捲
揚
機

一
式
を
ド
イ
ツ
よ
り
輸
入
し
て
造

っ
た
。
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竪
坑
は
、
直
径
六

・
五

m
、
深
さ
七
三
〇

m
で
あ
る
。
櫓
は
前
述
の
よ
う
に
、
煉

瓦
積
み
造
り
の
ワ
イ
ン
デ
イ
ン
グ
タ
ワ
ー
型
で
、
高
さ
六
三

・
一
m
で
あ
る
。
ケ
ー

ペ
プ
ー
リ
ー
は
、
上
か
ら
一
三

m
の
と
こ
ろ
に
径
七

・
五

m
の
も
の
が
あ
る
。
そ
の

下

一
〇

m
に
径
六

・
五

m
の
ガ
イ
ド
プ
ー
リ
ー
が
あ
る
。
捲
揚
電
動
機
は
、
ワ
ー
ド

レ
オ
ナ
ル
ド

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
五
、
五
〇
〇
馬
力
の
も
の
。
ケ
ー
ジ
は
四
段
で
あ
る
。

メ
イ
ン
ロ
ー
プ
は
、
三
角
形
ス
ト
ラ
ン
ド
六
本
撚
り
を
使
用
す
る
。
プ
ー
リ
ー
に

重
要
な
も
の
が
、
グ
リ
ー

ス
で
あ
る
。
そ
の
地

の
過
酷
な
気
候
に
対
し
て
も
、
変
化

の
少
な
い
も
の
の
開
発
が
求
め
ら
れ
た
。
ケ
ー

ペ
式
が
開
花
し
た
の
も
、
グ
リ
ー
ス

の
品
種
改
良
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え

る
。

他
の
施
設
と
し
て
、
炭
車
抻
込
機
、
入
気
加
熱
装
置
が
あ
る
。
入
気
加
熱
装
置
は
、

冬
季
の
凍
結
を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

捲
揚
デ

ッ
キ
に
は
東
南
隅
に
自
動
昇
降
機
を
使
う
。
床
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打

っ

て
い
る
。
西
端
に
は
鉄
板
製
の
開
閉
床
が
あ
り
、
備
付
重
機
に
よ
り
地
上
か
ら
機
械

等
の
上
げ
下
げ
を
行
う
。
東
端
に
は
階
段
が
あ
り
、
屋
上

へ
達
す
る
。
屋
上
に
は
二

本
の
避
雷
針
が
あ
る
。
志
免
町
の
旧
海
軍
炭
鉱

の
櫓
と
同
様
の
つ
く
り
で
あ
る
。
照

明
は
焔
安
全
灯
、
電
気
安
全
灯
を
用
い
て
い
る
。

西
竪
坑
は
、
東
竪
坑
の
西
側
に
あ
る
。
西
竪
坑
は
、
地
上
四
三

・
五

m
、
深
度
六

四
四

m
、
塔
は
鉄
骨
造
り
で
、
下
部
は
煉
瓦
建

物
と
な

っ
て
い
る
。
北
隣
に
煉
瓦
造

り
の
捲
室
が
あ
る
。

坑
外
設
備
に
は
、
事
務
所

・
選
炭
場

・
汽
罐

場

・
貯
炭
場

・
見
張
所

・
変
電
所

・

修
理
工
場
及
び
倉
庫

・
運
炭
桟
橋

・
安
全
灯
室

及
び
工
人
更
衣
室
な
ど
が
あ

っ
た
が
、

現
在
は
以
下
の
も
の
が
残

っ
て
い
る
。

事
務
所
は
、
正
門

の
正
面
に
あ
り
、
監
査
係
室

・
所
長
室

の
他
に
、
庶
務
係
室

・

食
堂

・
会
議
室

r
日
本
人
浴
場

・
更
衣
室

・
現
場
事
務
所

・
救
命
機
室

・
労
務
係
室

等
が
有
る
。
現
在
も
事
務
所
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

安
全
灯
室
及
び
工
人
更
衣
室
は
、
事
務
所
の
後
に
あ
り
、
北
側
に
工
人
浴
場
及
び

更
衣
室
が
あ
る
。
そ
の
西
側
に
安
全
灯
室
が
あ
り
、
こ
の
北
側

一
〇

m
に
捲
揚
塔
変

流
室
が
あ
る
。
現
在
は
部
分
的

に
壊
れ
て
い
る
。

貯
炭
場
は
、
東
竪
坑

の
さ
ら
に
東
側
に
あ
り
、
現
在
は
そ
の
面
影
を
残
す
の
み
と

な

っ
て
い
る
。

選
炭
場
は
、
東
竪
坑

の
北
側
に
あ
り
、
現
在
は
取
り
壊
さ
れ
て
い
る
。

汽
鑵
場
は
、
選
炭
場

の
南
側
に
あ
り
、
現
在
は
な

い
。

見
張
所
は
、
安
全
灯
室
及
び
工
人
更
衣
室
の
東
側
に
あ
り
、
現
在
は
な
い
。

変
電
所
は
、
事
務
所
の
西
側
、
修
理
工
場
及
び
倉
庫
の
南
側
に
あ
り
、
現
在
も
残

る
。
そ
の
東
側
に
は
新
し
い
事
務
所
が
立

っ
て
い
る
。

修
理
工
場
及
び
倉
庫
は
、
西
側
地
域

一
帯
に
あ
り
、
今
も
残

っ
て
い
る
。

運
炭
棧

橋
は
、
東
竪
坑
に
接
し
た
北
側
に
あ
り
、
現
在
は
取
り
壊
さ
れ
て
い
る
。

(
こ
れ
ら
は
、
写
真
と
図
面
を
参
照
さ
れ
た
い
)

現
在
、
こ
れ
ら
の
施
設
で
残
っ
て
い
る
も
の
を
、
撫
順
市
は
産
業
遺
産
と
捉
え
整

備
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
西
露
天
堀
地
区
と
と
も
に
、
そ
の
地

域
や
施
設
を
整
備
し
、
公
園
化
し
て
、
世
界
遺
産
に
登
録
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ

の
事
務
所
は
、
旧
採
炭
所
事
務
所
を
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

五

、

お

わ

り

に

一
九
九
九
年
に
、
は
じ
め
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
炭
鉱
跡
地
を
訪
問
し
た
と
き
に
は
、

国
を
挙
げ
て
石
炭
博
物
館
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
に
カ
ル
チ
ャ
ー
シ

ョ
ッ
ク
を
受
け

た
。
そ
し
て
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ブ
レ
ニ
ー
ト
ラ
ン
ブ

ル
ー
ル
炭
鉱
に
志
免
の
竪
坑
櫓
と

一鵬一



同
型
の
櫓
が
あ
り
、
観
光
炭
坑
博
物
館
と
し
て
地
域

の
学
校
や
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
国

か
ら
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。

こ
の
竪
坑
櫓
は
、

一
九
四
三
年
製
で
、

高
さ
約
四
五

m
の
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト

・
煉
瓦
積
み
造
り
の
ワ
イ
ン
デ

ィ
ン
グ
タ

ワ
ー
型
で
あ
る
。

一
九
人
○
年
に
閉
鎖
す
る
が
、
展
示
施
設

・
見
学
坑
道

の
他
、
ワ

イ
ン
祭
り

・
結
婚
式
場

・
遊
園
地

・
ぼ
た
山
展
望
台
な
ど
が
あ
り
、
グ

ッ
ズ
が
豊
富

で
あ
る
。

そ
こ
で
は
、
「
エ
コ
ミ

ュ
ー
ジ

ア
ム
」
の
思
想

を
学
ん
だ

の
で
あ
る
。

今
回
の
中
国
撫
順
炭
鉱

の
竪
坑
櫓

の
調
査
と
、
志
免
の
竪
坑
櫓
を
比
較
す
れ
ば
、

志
免
の
竪
坑
櫓
は
、
直
径
七

m
、
深
さ
四
三
〇

m
。
櫓
は
、
高
さ
五
二

・
二

m
の
総

鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
ワ
イ
ン
デ

イ
ン
グ

タ
ワ
ー
型
で
あ
る
。
高
さ
三
五

m
の

フ
ロ
ア
に

一
○
○
○
馬
力
の
巻
上
機
を
設
置
す

る
。
設
計
者
は
、
第
四
海
軍
燃
料
廠

長
の
猪
俣
昇
で
あ

っ
た
。

一
九
四

一
年
か
ら
竪
坑

の
工
事
が
始
ま
り
、
櫓
は

一
九
四

三
年
に
完
成
。

一
九
六
四
年
閉
山

の
、

二
年
前
ま
で
稼
動
し
て
い
た
。

違
い
は
、
撫
順
炭
鉱

の
竪
坑
櫓
は
、
ド
イ
ツ
の
技
術
や
機
械
を
も

っ
て
造
ら
れ
た

が
、
志
免

の
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
純
国
産
で
あ

り
、
地
震
や
台
風
に
堪
え
ら
れ
る
も

の
と
し
た
こ
と
に
あ
る
。
志
免
の
竪
坑
櫓
を
造

る
際
に
龍
鳳
採
炭
所

へ
設
計
者
が
研

修
に
行

っ
て
い
る
が
、
ワ
イ
ン
デ
イ
ン
グ
タ
ワ
ー
型
と
い
う
点
で
は
、

二
つ
は
兄
弟

関
係
に
あ
る
。
関
東
大
震
災

(
一
九
二
三
年
)
後
の
日
本
の
建
築
は
、
煉
瓦
造
り
か

ら
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
に
変
貌
す
る
。
撫
順
炭
鉱

の
竪
坑
櫓
は
、
そ
れ
以
前
の

造
り
で
、
当
時

の
大
陸
的
考
え
で
造
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

現
在
、
世
界
に
知
れ
る
、
戦
間
期
に
造
ら
れ
た
ワ
イ
ン
デ

ィ
ン
グ
タ
ワ
ー
型
の
竪

坑
櫓
は
三
ヶ
所
と
な

っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
建
築
学

的
に
も
異
な
り
、
大
変
貴
重
な
も

の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
戦
争
と
い
う
状
態

の
中
で
、
如
何
に

エ
ネ

ル
ギ
ー
を

調
達
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
世
界
的
に
調
査

・
研
究
さ
れ
、
多
く
の
炭
田
が
開
発

さ
れ
た
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
当
時

の
歴
史

の

一
つ
と
し
て
、
竪

坑
櫓
も
現
在
に
残

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

炭
鉱
の
歴
史
や
シ
ス
テ
ム
は
、
そ
の
も
の
や
、
写
真
や
活
字
な
ど
で
残
し
て
お
か

な

い
と
、
世
代
が
交
代
し
た
頃
に
は
も
う
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
石

炭

の
需
要
の
多

い
日
本
で
は
、
炭
鉱
を
研
究
し
、
記
録
し
て
い
く
こ
と
は
後
世
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
研
究
で
も
大
切
な
役
割
を
果
た
す
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

こ
れ
か
ら
も
、
産
業
考
古
学
や
産
業
遺
産
を
研
究
し
な
が
ら
、
各
国
の
石
炭
に
関

す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
史
を
学
ん
で
ゆ
き
た
い
。

付
記

本
稿
を
執
筆
の
際
に
、
東
定
宣
昌
先
生
に
、
御
教
示
い
た
だ

い
た
。
ま
た
、

ユ

ビ

ヨ
ン
ブ
氏
に
は
、
文
献

の
紹
介
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝

い
た
し
ま
す
。
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南満州鉄道二次十年史(1927年 度)(撫順炭鉱鉱区図 縮尺不明)
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図1



図2

撫順炭礦龍鳳坑報告 「撫順龍鳳坑々外計画図」 昭和拾年度採鉱学科 石田丈夫 から作成

満鉄撫順龍鳳竪坑写真

撫順炭礦龍鳳竪坑捲塔及坑外設備

原典;『石炭時報』第12巻第2号(1937年)

満鉄撫順龍鳳竪坑写真 捲揚機の説明

原典;『石炭時報』第12巻第3号(1937年)
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図3

ケ ー ペ プ ー リー

捲揚デッキ

ガイ ドプー リー

63.１m

上部デッキ

下部デッキ

当初370m

坑底 上部デッキ

坑底 下部デッキ

20m

撫順炭礦龍鳳坑報告 「捲塔略図」 昭和拾年度採鉱学科 石田丈夫 から作成
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東竪坑と煙突(東 から)

龍鳳採炭所整理事務所長らと撮影 東竪坑と運炭桟橋の残骸 煉瓦と鉄骨の状態

西竪坑捲揚機室

西竪坑

一193一



龍鳳採炭所の通り 東竪坑内部(ケ ージが見える)

作業場 運炭施設と石炭(ボ タ)
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